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 耳の聞こえない人や目の見えない人のために、邦画も洋画も役者の

セリフは字幕で、情景描写は音声ガイドで楽しめる映画館が貨物労組

の事務所から徒歩３分ほどの所にオープンしました。 

 この映画館は地元の市民団体「シティ・ライツ」がつくった会社が

運営し、誰もが気兼ねなく映画鑑賞ができることを目的につくりまし

た。 

 ＪＲ貨物労組は市民

団体の趣旨に賛同し、本

日のオープンに合わせ

て松村副委員長と税田

書記長が映画館を訪れ

激励してきました。   

オープンの準備に追 

われるなか支配人の佐藤浩章さん（２６歳）が対応してくれました。 

座席は１５席と車いすスペースなど計２０席の小ぶりなスペースで

すが、大型のスクリーンが設置され、アットホームな映画館となって                

いました。 

 マスコミでは８月２８日の東京

新聞１面で取り上げられています

し、本日の夕方のＮＨＫのニュー

スでも報道される予定となってい

ます。 


